
新潟大学 人を対象とする研究等倫理審査委員会 オプトアウト書式 

 

①研究課題名 長期縦断的疫学調査を基盤とする機械学習を用いた変形性膝関

節症の自動診断および進行度予測モデルの確立 

②対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

新潟県十日町市松代地区(旧松代町)で行われた「松代膝検診」受診者 

実施された対象年：1979 年、1986 年、1993 年、2000 年、2007 年、2010 年、2013

年、2016 年、2019 年、2022 年 

③概要 

松代膝検診は特定検診（以前の住民健康診断）に併せて行われた健康状態、膝の老化と変形性膝関

節症に関する住民調査です。新たな研究ではこれまで蓄積された過去の検診の結果を用いて、機械

学習による変形性膝関節症の自動診断モデルおよび発症進行予測モデルの開発を行います。 

④申請番号          2026-0096 

⑤研究の目的・意義 現在診断方法が明確に確立していない変形性膝関節症の自動診断

モデルおよび発症進行予測モデルの開発を行います。これにより健

康寿命延伸に向けた予防方法、早期治療への学術的な基礎を構築し

ます。 

⑥研究期間 倫理審査委員会承認日から 2030 年 3 月３１日まで 

⑦情報の利用目的及び利用

方法（他の機関へ提供される

場合はその方法を含む。） 

調査で得られたデータは過去の研究の段階ですでに匿名化されて

おり、個人が特定できない状態で利用されていました。今後も匿名

化された状態でデータ分析に用いられます。研究期間で個人が特定

できるような状態に戻されることはありません。研究の成果は、学

会や専門誌などの発表に使用される場合がありますが、名前など個

人が特定できるような情報が公表されることはありません。 

⑧利用または提供する情報

の項目 

利用されるデータには松代膝検診での検診データ：年齢、性別、体

重、身長、画像所見（立位正面単純 X 線）が含まれます。 

⑨利用する者の範囲 新潟大学大学院 

医歯学総合研究科 

フレイル予防のための運動器科学講座 古賀寛 

鶴岡工業高等専門学校 

創造工学科 森隆裕 

共同研究機関：鶴岡工業高等専門学校 

⑩試料・情報の管理について

責任を有する者 

本学：新潟大学大学院医歯学総合研究科フレイル予防のための運動

器科学講座 古賀寛 

共同研究機関：鶴岡工業高等専門学校 森隆裕 



⑪お問い合わせ先 所属：新潟大学大学院医歯学総合研究科フレイル予防のための運動

器科学講座 

氏名：古賀寛 

Tel：025-227-2272 

E-mail：hiroshi-koga@med.niigata-u.ac.jp  

 


